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ス ギ 生 立 木上 に お け る ス ギ カ ミキ リ成 虫 の 行動
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Behavior　of　the　Sugi　Bark　Borer，　Semanott‘5 ／aponicus （Coleoptera，　Cerambycidae），

　　　　　　　　on 　Live　Standing　Trees　of 　Japanese　Cedar　in　a 　Wood

Takashl　SuGIYAMA ，
　Hiroyuki　URANo ，

　Takao 　ITINo，　Toshihide　IcHIKAwA ，

　　　　　　　　　　　　　and 　Hidetoshi　OKAMoTQ

Department 　or 　Agroindustrial　Science，　Faculty　of 　Agriculture，　Kagawa　University，
　 　 　 　 Ikenobe　2393，　Miki−cho ，　Kita−gun ，　Kagawa 　Pref．，761− 07　Japan

　　Abstrac重　 Aduits　 of 　the　 sugi 　bark　borer，　Semanotus ／aponicus 　LAcoRDAHIE ，　 were

released 　 on 　live　trees　 of 　J叩 a “ ese 　 cedar 　in　 a　wood ［皿 April　 and 　the　behavior　of 　each

ind正vidual 　after 　the　release 　was 　observed 　continuously 　for　24　hours．　 Main 　activities 　of 　re−

Ieased　ad 山 s　observed 　on 　trees　were 　search 　for　females，　mounting 　and 　copu1 飢 ion，
　search

forsites　ofovipositjon ，　oviposition ｝struggle ，　and 　Iong−time 　quiescence．　 Feeding　and 艘ight
were 　not 　observed ．　 Mating ，　oviposition 　and 　strugg 】e　were 　observed 　concentratedly 　fTom
dusk　to　dawn．　 The　long・time　quiescence　was 　observed 　frequelltly　from　dawn　to　dusk．
The 　long−time 　quiescence　was 　observed 　mostly 　o 皿 atree 　trullk　of　lower　pa【t．α her　ac−

tivities　were 　observed 　mainly 　on 　a　tree　t【unk 　ranging 　from　its　base　to　near 　its　top．　 Each　of
activities　excluding 　the　long−time　quiescence　were 　observed 　equalty 　on 　cach 　side　of 　a　tree

trunk ．　 The　minimum 　and 　maximum 　values 　of 　tetal　walking 　distance　within 　24　hours　were

26mand 　l87m ，　re叩 ectively ．　 The 　minlmum 　anCl 　maxtmum 　values 　ofnlean 　walking 　speed

per　second 　during　a　long　time 　were 　O．09　cm 　and 　O、48　cm ，　respectively ，　 whne 　the　highest

walklng 　speed 　dロ ring 　a　shor 止time 　was 　1．75　cm ．

　　 Key　 words ； Forest　pests；Coleoptera；Cerambycidae； adutts　 of 　sugi　 bark　borer，
behavio【 on 匡ive　t罵 es ．

緒 言

　 ス ギ カ ミ キ VSemanotUS ／aponie ” S　LACORDAIRE （以下，カ ミ キ リ と略記｝は ，本邦林業 に と っ て

の 重要樹種 で あ るス ギ Cryptomeria ／aponica 　D ．　DON 及び e ノ キ Chamaecyparis 　obtusa 　ENDL ．を穿

孔加害する害虫と して 重要視され て い る．

　本種 に よ る ス ギ 及 び ヒ ノ キ の 被害，あ るい は 本種 の
一

般的な生活史 に つ い て は，か な り以前か ら

研究が行 わ れて い る （小林，1986；小林，1980）．また ，パ ソ ド法 の 開発 （柴 田，1991，1984）に よ っ

て ，林内に お け る 成虫個体群密度の 季節的変動 や 移動
・分散の 研究が 行わ れ ， 多 くの 成果 が 得 られ

て い る 〔伊藤 ・小林，1983，且984；SHIBATA， 1983， 1986；SHJBATA　et　at、， 且986； 中村 ほ か ，1987，1988，

　
＊

現在，ヤ シ マ 産業  研究開発部研究室 （〒 303茨城県下館布大字折本字板堂 540）

　
v ＊

　現在，農林水産省中国 四 国農政局香 川統計事務所仲多度出張所 （〒763 丸亀市大手町

2− 1− 32）
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1989♪．しか しな が ら，本種成虫の 鉢内に お け る生態を 理解す る 上 で の 最 も基礎的な事項 と考えら れ

る 林 内の ス ギ あ る い は ヒ ！ キ 立木上 で の 行動の 巽態 に つ い て は ，従来 ほ とん ど研究 が なされて い な

い た め ， 不 明な点 が 多か り た．

　そ こ で著者 らは ，林内 の ス ギ 生 立 木に カ ミキ リ成 虫を放 飼 し，放飼成虫の 立 末上 で の 行動を
一

定

時 間連続 して観察す る ： とに よ っ て 、カ ミキ リ 成 虫 が 生 立 木上 で 展開 す る 行動 の 種類 とそ の 展開位

置及び 行動発生量 の 日周的変化を明らか に するた め の 研究 を行 っ た．その 結果を こ こ に 報告す る．

　本文 に 先 立 ち ，ス ギ カ i キ リ 発生資料 の 提供及 び 調査林 の 選定を して 下 さ っ た 香川県農林部林務

課 及 び 香 川 県林業 指 導所 及び 試 験 地 当局，本 研究 に 重要 な 文献 を 多数恵与下 さ っ た 農林水産省森林

総含研究所所長小林富 士 雄博士，所有林を調査林 と して 提供 し て 下 さ っ た 岡山大学理学部永原賢教

授，著者 の一人 で あ る 杉山に 対 し有益な助言 と激励 を賜 った 高知 大学農学部教授永森通雄博士 に 心

か ら お 礼申 し 上 げ る ．香川大学農学部応用 昆虫学研究室の 三 富誠 （現在，サ ソ ケ イ 化学株式会社東

京生 物研究所）， 泉進 （大塚化学株式会社農薬研究所）， 湯原史修 （ア ース 環境サ ービ ス 株式会社 〕，

黒 田 栄 治 の 諸 氏 は 終始調 査に 協力 さ †ヒ．た ．ご 協 力 を感謝す る．な お 本研究 の 経費の
一

部 に は ，社団

法人農林水 産航空協会 （東京都千代 田 区 永田 町 1− ll− 35）及 び 香 川 県林業改良普及 協会 （高松市番

町 4− 1− to） に よ る研 究費を充 当 した ．こ こ に 記 し て 謝意を 表す る．

材料お よび方法

1． 行動調査木設定現地及び 調査木

　香川県仲 多度郡仲南町大字十郷字買 田 小倉地内 の ス ギ 平地林内に 調査木を設定 した ．調査木設定

林 は 標高約 100m に 位置 し，面積 0．65　ha，林齢 22年 の 人工 林 で あ っ た ．生立木 の 本数 は 約 700 本，

下 層 植 生 は あ ま り発達 が な く，カ ミ キ リに よ る 被害 は 10年生前後時に 初発 し，調査木設定時の 被害

本 数率 は 100％に 近 か っ た ．林内の 生 立 木 の 大 きさは 平均胸高直径 18cm ，平均樹高 14　m で あ っ た ．

　林縁 と林分 中 央 部 と の ほ ぼ 中間位置 の ス ギ 生 立 木 の 中か ら 2本 を 行動調査木 と して 選 び ，それぞ

れ調査 且号木，同 2 号 木 と した ．調査末 の 樹高は 互 号 木 が 13　 m ，2 号木 は 125m ，胸高直径 は 1号

木が 22cm ，2 号木 は 21cm で あ っ た ，両 調査木 と も幼 虫 に よ る 穿孔加 害 をす で に 受け て お り，成

虫脱 出孔 も存在 し た ．tg85年，1986年 の 両年 とも同
一

木を 調査木 と した ，

　成 虫が 立木上 で 展開す る行動 の 種類及 び 展開位置 ・部位 を 記録，裘現 で ぎる よ うに す る ため ，調

査木樹幹衰面 に ，白色水性ペ イ ソ トで 高 さ と 方位 の 区画線 と 区画番号を 標識 した ．な お ，こ の ペ イ

ソ トの 塗布 に よ る カ ミキ リの 行動 へ の 影響 は 全 く認 め られなか っ た．方位 は 東 西 南北 の 4 方位，地

面か ら の 高 さは 50cm 刻み と した ．また ，調査木上 の 種 々 な部位 で カ ミ キ リ成 虫が展 開 す る行 動 を，

近接位置か ら観察 し 確認で き る よ うに す る た め に 考案され た 調査用櫓 （OKAMOTO ，
1984）と 同様な櫓

を設定 した．こ の調査用櫓は 調査木を櫓 の 中心位置 に 取 り込み ，約 5m の 長 さの ス ギ 丸太を 継 ぎ足

し た 4 本 の 柱 に コ ソ バ ネ製 の 床 を 層 間 距離 2．5m で 4 層設 け た もの で ，層 間 （上 下 床 間 ）に は 上 下

移動用 の 梯子 と転落防止用の 手す りを取 り付け た （Fig．1），

2．供試虫

　調 査 木 周 辺 の 生 立 木 の 中か ら 50 本前後を 選 ん で 供試成虫の 捕獲木 と した ．1985年 の 場合は ，こ

れ らの 捕獲木 上 で 夜間 に 活動中 の 成虫を捕獲 し，含水綿球とス ギの 若葉を収 め た ガ ラ ス チ ューブ 内

で個体別に 1〜2 日間、窒内飼育 した．こ れ らの 中 か ら虫体各部 に 欠損がな く，動作が正常な個体を

選抜 して 供試した ．1986 年の 場 合 に は，幅25cm の 遮光 ネ ッ ト （黒色寒冷沙）を謌査前 日に 捕獲木

の樹幹胸高部に 巻 き付け て供試虫捕獲 用 の トラ ッ プ と し ， 調査当 日 に トラ ッ
プ をは ず して 得た 成虫

の 中か ら，前述 し た 1985年の 場合 と同様に ，健常儷体を選抜 し て 供試 し た ．供試虫ecは 鞘翅表面 に ，
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Fig．　1．　The 　sca 『old 　used 　fo【 observation ，

白色の 水性 ペ イ ソ トで 個体識別マ
ー

ク を 施 し，調査木の 樹幹上 に 放 飼 し た．放飼時刻 は 各調査時 と

も 原 則 と して 20 時 で あ っ た ．樹幹 上 の 放飼位置 は 地際か ら 5m の 高さと し，頭部を頂端部 に 向け

静か に 放 した．同
一・

個体 を 反復供試す る こ とは しなか っ た ．

3．調査期 日及び調査時刻

　調査は 1985年 と 1986年 に 実施 し た ．1985年 の 場台、調査時期 は 4 月後半期 で ，その 期 日は 第 1

回 が 4月 20 日〜2貍 日，第 2 回は 4 月 23 日〜24 日，第 3 回が 4月 25 日〜26 日で あ っ た ，1986 年 の

場合 bX　4 月前半期に 調査 を 実施 し，その 期 日は 第 1 回 が 4 月 1 日〜2 日，第2 回 は 4 月 3 日〜4 日 ，

第 ヨ回 が 4 月 5 日〜6 日，eg　4 回 は 4 月 8 日〜9 日 ， 第 5回 が 4 月 11 日〜12 日で あ っ た ．観察は 毎

回 供試虫放飼 日の 20時 （放飼直畿）に 開始 し，翌 日の 20時に 終了 し，こ の 間 の 24時間連続 して 行

っ た．

4．林内気温 と天候

　調査 1号木 と 2号木 の ほ ぼ 中間位置の 地上 12m 部に 乾湿温度計を 設置 し，行動調査開始時 か ら

終了時まで ，1時間間隔 で 気温を計測 した ．調査期間中 の 林内気温は ，且986年 （行動調査は 4 月前

半 に 実施）の 場合，期間最低 と 最高及 び 平均の 順 に 示すと．O．2，22．1，
11．2“c ，198S 年 （4 月後半に

N 工工
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行 動 調 査 を 実施 ）の 場 合 ，4．4，26．9 及 び 15．6° C ，で あ っ た 、

　調査 日の 天候は ，1985　tF 　4月 26 日及 び 1986年 4 月 8 日だげが曇 り，そ の 他は すべ て 晴，風速 は

ど の 調査 日 と も毎秒 1m 以下 で あ っ た ．

5．行動調査法

　放飼成虫 が 生立木上 で 展開す る 行動を個体別に 放飼後 24時間，連続的に 観察する と 同時に ，観察

結果 を 録音 テ
ープに 入 力 し，後 日再生 して 解析 した．放 飼 個 体 数 は 毎 回 調 査 木 且本 当 り 2 個 体 と し，

量個 体 に つ き常時 1 名の 観察者を配置 し た ．調査全期間中の 放飼 ， 調査総個体数 は ，
1985年 の 場合，

雌が 7 個体，雄が 5 個体，ig86年 の 場合 に は 、雌雄各 8個体であ っ た．

　 日中，夜間 と も，観察は 目視 に よ っ て 行 っ た が ，夜 間 に は ，赤 色 セ ロ 77 ソ 紙 で 被覆 し た懐中電

燈 を 用い て 赤色光を照射 し なが ら観察 し た ．な お ，こ の 様な赤色光下 で 行勳 の 錯乱が ない こ とは 夜

間の 予備調査 に よ っ て 確認済み で あ っ た ．観察者 は 調査木上の 供試虫か ら 50c 皿 以上 離れ た 位置か

ら行動観察を 行 い ，接近 に よ る 行動 の 変化が 供試虫に 発生 しな い よ う，十 分 に 留 意 した，

結果お よび考察

1． ス ギ生立木上 で 認 め られた 行動 の種類

　行動調査木 pcra飼 し た カ ミキ リ雌 及 び雄 成 虫は ，調 査 木 の 樹上 及 び株元 の 林床 に お い て ，種 々 な

行動を展開 した．機能 に ポ イ ソ トをお い た 類型化 （山 田 ほ か ， 1977）に 従 っ て 放飼成虫の 諸行動 を

整理 し ， 各行動 の 概要を記述す る と共 に ，若干 の 考察を行 っ て み る と次 の と お りで あ る ．

（D　配 偶行動

　 i）雌成虫探索 ： 雄成虫 は 両触角を各 々 体軸と直角 また は 直角 よ り もや や 小 さ い 角度 に 展開伸長

した 状態で ，多 くの 場 合 は樹幹部表面，枝部表面及 び 林床上 を歩行移動 した （Fig．2−a），歩行中の

雄成虫 は 雌成虫 に 遭遇す る と触角で雌成 虫に 接触 した 後 ，歩行を 濘止 し、次に 述ぺ る マ ウ ア ト及 び

交尾行動 に 移 っ た．こ の た め 、雄 成 虫の 歩行移動 は 雌探索 の た め の 行動 で あ る こ とが わ か っ た ．こ

の よ うな歩行移動 に よ る雌探索は セ ン ノ カ ミ キ リ Acatotepta　luxuriosa　BATES 〔阿久津ほ か ，1983 ；阿

久津，1985）や キ ボ シ カ ミ キ リ Psacothea 　hitaris　PASCOE （横井，1989）の 場合 と同様 ，極 め て 活 発

で あ っ た ．樹幹部表面 上 で の 移動は 生 立木の 頂端方向 （上 向き） また e±株元方向 （下向き〕に 行わ

れ た が，直線的 な 移動 で は な く，マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ Monochamus 　alternatus 　HoPE 成虫 に お い

て 明らか に され た 移動 （OKAMOTO ，1984）に 類似 して お りジ グ ザ グ 歩行 を しなが ら樹幹部表 面 を らせ

ん 状 に 周 回 し な が ら の 移動で ある こ とが多か っ た ，歩行の 持続時間 は 数分程度 の 場合が 多く，そ の

後，雄成虫は 数秒程度 の 短時間静 止 を 行い ，雌成虫に 避遇する ま で こ うした 歩行 と短時間静止 を 繰

り返 した ．こ の 短時間静止 は マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ （岡 本 ほ か 、1980；OKAMOTO ，1984），シ 卩 ス ジ

カ ミキ リ BatoeeFa　tincotata　CHEVROLAT （阿 久津ほか ，
1981）及び キ ボ シ カ ミ キ リ （横井 ，1989）で

明 ら か に され た r待ち伏 せ 」 （静止 時間は 2〜4分）と い え る程 の 長 さの もの で は なか っ た．

　ii） マ ウ ソ ト及び交尾 ： 探索歩行に よ っ て 雌成虫；C 遭遇 した 雄成虫 は，多 くの 場 合 ，雌成 虫 の 後

背部に 回 り込み ， 左右 の 前脚 と 中脚 で 雌 の 腹部側面を強 く把握 し，背腹部 に乗 り上 げて マ ウ γ ト姿

勢を と っ た （Fig．2−b）．マ ウ ソ ト姿勢をと っ た雄 は ほ とん どの 場合 こ の 姿勢で 直ち に 腹部を曲げ，
ベ ニ ス を伸長 し，交尾 を 試み た ．ベ ニ ス 挿入 時間は 5分 を 越 え る場 合 は 少 なか っ た．雄 に マ ウ γ ト

され た 雌は ，交尾をすぺ て 受け入れ る と は限らな か っ た が ， 交尾成立 の 如何 に か かわ らず，マ ウ ソ

ト姿勢は 10分程度持続す る こ とが多 く，v ウ ソ b状態の ま ま，雌成虫 は 産卵部位 の 探索 や産卵 を行

う場合が 多 か っ た ．ま た こ の 間 に ，マ ウ ソ ト雄が 交尾 を 繰 り返す現象 も観察 され た ．こ れ らの マ ウ

ソ ト及 び交尾行動 の 基本的なパ タ
ーソ は マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リ （OKAMOTO 、】984； FAUZULH 　et　al．，
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1987〕、セ γ ノ カ ミキ リ （阿 久 津 ほ か ，1983； 阿 久津，1985 ），シ ロ ス ジ カ ミ キ リ （阿久津 ほ か ，
1981）及 び キ ボ シ カ ミ キ リ （横井，1989）な ど で 知 られ て い る の と ほ ぼ 同様 で ある ．

（2）　産卵行動

　 i）産卵部位探索 ：雌成虫は 両 触角 を 各 々 体軸線 か ら外向ぎに ，それ ぞれ 45〜90 度展開す る と と

もに 先端部 を垂下 し て 樹幹表 面 （樹皮〕 に 接触させ ，緩徐な歩行 と秒単位 の 歩行停止 を 反復 しな が

ら，マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リの 場合 （岡本 ほ か，1980）と同様，産卵部位を探索 した （Fig．2−c）．こ の

場合，触角 と 同 様 に 口 器，特 に 下 唇 鬚 を 樹 幹表 面 に 接触 さ せ た ．産卵部位 を 選択決定す る と ， 垂下

状態 の 触角と口 器部分 を持ち上げ て樹幹表面か ら離 し，歩行速度 を 極度 に 落 と した，次 に 産卵管を

活発 に 伸縮 さ せ なが ら産卵管挿 入 の 可能な樹皮 の 隙間あ る い は 裂け 口を 産卵管先端部 で 探 っ て 産卵

管 を 挿入 し，挿 入 した産卵管 を さ らに 伸 長 し，卩 器 に よ る 産卵加 工 行動 は 全 く行 う こ と な く，直ち

に 産卵姿勢 に 入 っ た ．以 上 に 述べ た 観察結果か ら、 産卵部位 の 探索 に は ，マ ツ ノ r ダ ラ カ ミ キ リ と

同様 t 触角，下唇鬚及び産卵管先端の 感覚器官が 重要な役割を果 た して い る もの と考 え られ る ．

ー
宀
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獣
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Fig．2．　 Behavior　of　adults 　on 　live　trees．− a，　A 　male 　searching 　for　a 　female；b， copulation ；c，　a

　　female　searching 　for　sites　of　ovipos 弖tion；d，　ovipositioni 　e、　strugg 星e
’between　males ； f

，
10ng−

　　time　quiescence．
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　 ii〕産 邸 ： 産卵好 適蔀 億を 探 知 し，産卵 姿勢 に 入 っ た 雌成虫 は ，頭部を前後．に 律動 させ ，伸長 し

た 産卵管を基部 か ら先端 に 向 か っ て 波 うたせ て 産卵 した （Fig，2−d）．しか し，産卵管 の 最先端部 は

樹皮 の 隙間 に 挿 入 されて い る の で ど の 瞬間 に 卵が 産下 され て い るか は 確認 で きなか っ た ，

　 カ ミキ リ ム シ 科に お い て は ，産卵 に 際 し，産騨加工 を 行 う種 と，そ うで な い 種が あ り，前者は フ

トカ ミキ リ亜科 に 属す る種だけ が 行 うこ とが知 5 れ て い る 〔LlNSLEY，1959；片桐ほ か ，」964；西村，

1973；OKA ］IOTo ，1984；WALsH 　et　at．，1985；ADAcHI ，1988；三 富 ，1989； 阿 久 津 ほ か ，1981； 阿 久 津 ，

1985；RICE ，
1989〕．本研究で 実施 し た 産卵部位探索 か ら産卵 まで の 行動観察の 結果 ， 本種は カ ミ キ

リ亜科 に 属す る 他の 種類と同様，産卵加 工 を全 く行わない 種で あ る こ とがわ か る．

（3） 闘　争

　同
一

調 査木 に 2 個休 の 雄成虫を放飼 し た 場合，雄成虫 は 雌成虫探索歩行中に 雄 の 他個 体と遭遇 す

る こ とが あ っ た （Fig．2−e），こ の よ うな場 合，遭遇 し た 雄は 相互 に 触角 を 相手個体に 接触 させ る動作

を 示 し た が ，触角接触後 の 行動 と して は ，二 つ の パ タ ー
ソ が み られ た ．第 1の パ タ

ー
ソ は 直ち に 進

路 を 変更 し て 相 手個 体 を 回避 す る 行動，第 2 は 触角や 前脚で 柑手偶体を 押 し退け る 行動 や 押 し退け

行動 に 続 い て 火顎で 相 手 個 体の 触角あ る い は 脚 に 噛み つ く行動 で あ っ た ．第 2 の パ タ
ー

ソ は 明瞭な

闘争行動で あ り，こ の 行動 の 結果，敗者 は 急速な 歩行 に よ っ て 勝者 か ら退避 し た ．こ の よ うな 単独

雄 間 の 闘 争 の 他 に ，木 当 り密 度 が 高 い 場 合 に は ，マ ウ ソ ト状態の 雌雄ベ ア に 雌探索 中の 単独雄が 遭

遇 した 場 合に も闘争行動が認め られ て い る （鷲巣ほ か ， 1988）が，本研究 で ほ 後者 の 闘争は 観察さ

れな か っ た ．闘争行動 は 雄間 に 限 ら ず雌間に お い て も発生 し た が，雄 の 場 合 に 比 ぺ る とそ の 頻度は

低 く，強度 も小 さか っ た ．

（4）　長時間静止 （潜伏）

　 明 け 方 に な る と ， 雌雄両成虫 とも，雌成虫探索や産卵場所 の 探索及 び 産卵行動が弱 ま り，粗皮の

空隙部分 に 潜 入 し，歩行
・
移動を全 く停止 し て 夕 刻 ま で の 長時間，連続的 ec不 活動 状 態 とな っ た

（Fig−2−f）．こ の 場合，触角の 前方展開は 認 め られ ず，体側面 に 沿わ せ 後方に 伸長 した 状態 で あ っ た．

　 カ ミ キ リ ム シ 科 の 中 に は 羽 化 脱 出後 ，生 殖 器 官 が 成熟す る ま で の 間 に 摂 食 （後食）を行 う

（LINsLEY，1959）種 が多い ．本毬 に つ い て は 小林 （1976）に よ b，実験条件下 で ，水飲み 行動 を 行 う

こ と が 明 らか に され て い るが ，本 研 究 で は 調査期間 の どの 時期 に お い て も全 く摂食行動を示さなか

っ た ．また ，本種成虫が飛翔行動を行 う こ とに つ い て は 既 に 報告が あ る （槙原 ほ か ，1984；杉山ほ

か ，1989）が，本研究 の 調査 に お い て は 飛翔行動 は 全 く発生が認め られ な か っ た．こ れ は 林内気 温 が

余 り高 くな か っ た 4 月前半期及 び 後半期に 調査が行われ た こ と ecよ るの で は ない か と考えら；tしる ．

2． 行動発生量 の 日 内変化

（1） 行動発生 の 日 内変化

　前項 で 述べ た諸行動の 発生 頻度は 1 日の うち で 時刻 に よ っ て 大 きく変化 した．諸行動 の 日内変化

を 明 ら か に す る た め ，雌に つ い て は 産卵行動 （産卵部位探索 と産卵〕 と静止行動，雄 に つ い て は 雌

探索行動と静止行動に 費や され た時間が調査ご と 1時間内で どれ だ け で あ っ た か を 算出 し，そ の 平

均値を 求め て 時刻別 に 示す と Fig．　3 の とお りで あ る．

　雌成虫の 場 合 ， 4 月前半期 で は ， 産卵行動 は 日没 （18時か ら 」9 時）か ら 日の 出 （5時〜6 時）ま

で の 間 に 発生 し た ．20 時 か ら 2】時 の 間 と ［時 か ら 2 時 の 間 に 二 つ の ピーク が 認 め られ ，ピ ーク は

前者 の 方が 高 か っ た ．産卵行動は 日の 出時刻 に近づ くに した が っ て減衰 し， 静止行動が頻発 した ．

日の 出か ら 日没 まで の 間は 産卵行動は 全 く発生 せ ず，静 止行動 が連続 した．4 月後半期 で は ，産卵

行動 の 発 生 に は 4 月 前 半 期 の 場 合 と 同 様，21時 か ら 22時 と 3 時か ら 4 時 の 2 回 の ピー
ク が あ り，

日の 出 と共 に 産卵行動は 減少 し，静止行動 が 頻発 した，Bの 出か ら 日没まで の 間 は 静止行動が中心
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で あ っ た が，前半期 の 場合とは や や 異な り，夜間 よ りは か な り少 な い が，産卵行動 が認 め られ ，連

続的な 静止がみ られ た の は 15時か ら 18時 まで の 3時間に す ぎな か っ た．

　雄成虫 の 場 合，4 月前半期 の 調査 に お い て は ，雌 探 索 行 動 の 発 生 量 は 日没 と共 に 急激に 増加 し て

ピーa に 達 し，こ の ピーク は 21 時 まで の 3 時間持続した ．雌探索行動時間は そ の 後次第に 減少 し、

静止 行動時間が増加 した．2 時 か ら 18時 ま で の 間 は 探索行動は ほ とん ど見 ら れず，静止行動 が 中心

で あ っ た ，4 月 後半期 の 調査 で は ，は っ ぎ り した ピーク は 認 め られ な か っ た が，日 没 か ら 日の 出 ま

で 比 較的高い 頻度 で 探索行動が発生 し，持続 した．とこ ろ が ，
こ の 様 な 状況 は 日 の 出 と共 に

一
変 し，

探索行動は 急激 ec減少し，その 後皆無 とな り，18時ま で の 間，静止 行動が卓越 した ，

　多数種 の 研究結果ec基づ い た もの で な い 点 ec多少 の 問題 は あ る が，　 LmsLEY （tg59）は，カ ミキ リ

ム シ 類 の 配偶行動 の 日内変化に つ い て総揺 し，ノ コ ギ リ カ ミ キ リ亜科 ，
マ ル ク ピ カ ミ キ li亜科及 び

プ丿 ミ キ リ亜 科 の あ る グ ル ープに 属す る種 の よ うに ，配偶行動を夜間 に 行 う もの と，例 外種 は あ る も

の の ，ハ ナ カ ミ キ リ亜 科 及 び カ ミ キ リ亜 科の うち の トラ カ ミキ リ族及 び ス ギ カ ミ キ リ族 の 諸種 で 見

られ る よ うaこ ， 日中に 行うもの がある と して い る．IWABUCHI （1988）は カ ミ キ リ亜 科 ト ラ カ ミ キ リ

族 の 1種 で あ る ブ ド ウ ト ラ カ ミ キ VXylotrechus 　pyrrhoderus 　BATESが，配偶及 び 飛翔行動 を 日中 に

行 うこ と ， ま た ，
MAKIHARA （1984〕は カ ミキ リ亜 科 ア カ ネ ト ラ カ ミ キ リ 族 の 1種 で あ る ス ギ ノ 7 カ

ネ ト ラ カ ミ キ リ Anagtyptus　subfasciatus 　P 且c が ，配偶及 び 飛翔行動を 日中に 行い ， 夜 間 は 全 く活動

し ない こ とを 明 らか に して い る．カ ミ キ リム シ 科の フ トカ ミキ リ亜 科 に 属す る 種に つ い て は ，阿 久

津 ら （1983）に よ っ て ，セ ァ ノ カ ミキ リが配 偶 及 び 後食行動 を夜 間 に 行 う こ と，ま た，シ ロ ス ジ カ ミ

キ リは 配偶及び摂食行動を 夜間 に 行 い ，日 中は ほ とん ど動 か な い こ と （阿久津ほ か ，1981） が 報告

され て い る ，横井 （1989）は キ ボ シ カ ミ キ リの 配偶行動は終 日発生 し，そ の ピ
ー

ク は 10時〜11時

と 20時 の 2 回で あ っ た が，夜間特に 活発化す る こ とを 明 ら か に して い る．マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リで

は 後食 ， 配偶 ， 飛翔，産卵の 各行動 は 夜間に 集中す る が，後食行動 は 日 中に も行 わ れ る こ と （西 村，
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1973；小林、1977｝岡 本 ほ か ，i982 ；小林 ほ か t　 19S4；岡本，1985；FAuzpAH 　et　al．，1987）が 釦 られ て い

る．こ の よ うに カ ミキ リム シ 科昆虫 の 行動 の 日 内変化 に つ い て は ，各種 の 行動 の うち，配偶行動 に

つ い て 研究 した 例 が 多 い ．そ こ で ，近年に お け る 研究例 も参照 し，カ ミ キ V ム シ 科昆虫 の 行動の 日

内変化 を 配偶行動 に 視点 を お い て 整理 して み る と，（a ）昼間活動性 ，〔b）夜間活動性，（c）昼 夜間 活

動性 の ヨ つ の タ イ ブ に 類 別 で きる よ うに 思 わ れ る．こ の 分け方 に 従 う と，ブ ド ウ ト ラ カ ミ キ リ及 び

ス ギ ノ ア カ ネ トラ カ ミ キ リは 昼 間 活動性，セ ン ノ カ ミ キ リ，シ ロ ス ジ カ ミ キ リ及び マ ツ ノ マ ダ ラ カ

ミ キ リは 夜間活動性，そ して キ ポ シ カ ミ キ リは 昼夜間活動性 とい え よ う．

　本研究 の 供試虫 ス ギ カ ミ キ リ は カ ミ キ リ亜 科 ス ギ カ ミ キ リ族に 属す る．本種 の 行動の 日 内変化に

つ い て は 静止，歩行，産卵 ，交尾 ，水 飲み の 各行動を取 り扱 っ た 小林 （ig76 ）の 報告が あ る．こ れ

に よ る と，本種 は 明 け方 を 中心 とす る 約 10時間は ほ ぼ 連続 して静止 し，夕 方を 中心 とす る 約 14時

間 に は 短時間静止を は さん だ行動を繰 り返す．こ の 結果は 著者 らが得 た結果 と一部異なる が ，室内

に 設置 した 小 ケ
ー

ジ （横 25　crn 、奥 行 き 10cm ，高 さ 19cm ） に 放飼 し た 成 虫に つ い て の 観察 で あ っ

た こ と，短 く切断 し た 材を供試虫の 行動の 場 と した こ と， こ の 材に は 連続静止 の 際の 好適潜伏場所

と な る窟皮 の 割 れ 目が あ っ た とは 考 え に くい こ と な ど若干の 問題 が あ り，上述 の 結論 を林内に お け

る行動 の 日 内変化 と直接結 び 付け る に は 多少無理 が あ ろ う，前述 の よ うに ，本研究に お い て は 同
一

木に 雌 雄 両 成 虫 を放 飼す る こ とが 少 な か っ た た め ，−t ウ ソ ト
・
交尾に つ い て は 観察 例 が嘆少で あ っ

た ．しか し，定 性 的 で は あ る が ，
マ ウ ソ ト ・交尾行動は 雄に よ る雌探索行動及び雌 に よ る産卵部位

探索並 び に 産卵行動 に 付随 して 発生す る とい う結果 を 得 て い る ．また ，他 の 研究 1こ お い て も， 配偶

行動が 日 中に 多発す る こ とは な か っ た こ と （鷲巣 ほ か ，1988）か ら ，
マ ウ ノ ト

・
交尾行動 は 主に 夜

間に 発生す る とみ て よ い ，した が っ て ，本 種は 分類学的 に は 昼間活動性 種 が 知 られ て い る カ ミキ リ

亜科に 属 しな が らも，夜間活動性 の 色彩 h：強い カ ミキ リ ム シ で あ る
・
とい え よ う．

　しか しな が ら，こ の 様な活動性 に つ い て は，次 の 2 点 を 留意す る 必 要が あ る．そ の
一つ は ， Fig．3

に 示 され て い る と お り， 4 月畿半期 の 雌成虫 は，夜 間 だ けで な く日中 に お い て も軽度な が ら産卵行

動を行 っ て い る こ と である ．林 内平均気温を 4 月前半期 と 4 月後半期で 比 ぺ る と，後半期の 方 が 前

半期 よ りも 4．4°C 高 い 、した が っ て ，本種 の 産卵行動 は 林内気 温 の 影 響を 受け，時期 に よ っ て 行動

発生 の 時間帯が 多少変化す る可能性 が あ る．他の
一

つ は ，飛翔行動の 問題 で あ る．結果及 び考察の

1 で 述べ た とお り，本報告の 調査 に お い て は 昼夜間 の 何れ を 問わ ず，飛翔行動は 発生 しなか っ た ．

しか しなが ら，著者 ら に よ る飛翔行動の 別途研究 く杉 山 ほ か ，1989〕 に お い て は ，飛翔行動 の 発生

が 明瞭 に 認 め られ た ．こ の 場合 の 飛翔行動は 昼間，ほ ぼ 8 時か ら 15時 まで に 限られ て お り，夜間 に

は 全 く発生 しなか っ た ，こ れ らの 結果か ら， 飛翔行動 は 昼間 に 限 っ て 発生す る と考 え られ る ．した

が っ て ，本種 が 夜間活動性 の 種 で あ る とい う言 い 方は ，飛翔 を 含 む す ぺ て の 行動 に つ い て 当て は ま

る わけ で は な い ．

（2） 存在位置の 日内変化

　（1）で 述ぺ た よ うに ，雌成虫に よ る産卵行動，あ る い は 雄 成 虫 に よ る 雌探索行動 は そ の 大部分 が 夜

間 に 集中発生 し ， 日中は 静止行動 が 中心 で ある など， 時刻に よ っ て行動 の 発生量 に変化がみ られ る

こ とがわ か っ た．しか しなが ら，（1）で は，行動 の 強度 （激 し さ，速 さ ）が 日内で ど の様 に 変 化 す る

か が明 らか に され た わ け で は な い ．そ こ で，次 に ，行動 の 強度 が 時刻 に よ っ て どの 様に 変化す るか

を 明らか に す る た め に 1 各個体の存在位置 が時刻 に よ っ て どう変化 した か を検討して み る，個体別

に 作成 した 存在位置 の 変化図 の 中か ら，活発 に 行動 した 個体 と行動が不 活 発 で あ っ た 個体を各 1個

体，調査時期別及 び 性 別 に 選 抜 して Fig．　4 及 び Fig．5 に 示 す．全個体 に つ い て の 検討を行 っ た結果

か らみ て，選抜 した 8個体は い ずれも雌雄両成虫の 存在位置の 日内変化の 実態を十分 に 表 して い た．
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ど の 図 に もみ られ る 共通 の 傾向 と して ，夜間 は 日中に 比 べ て存在位置 の 変化が 激 しか っ た こ とを挙

げ る こ とが で きる．存在位置 の 変化 は，本研究の 場合，ある場所か ら他 の 場所 へ の 歩行に よ る移動

が発生 し た と い う こ とで ある ．そ して，存 在 位 置 の 急 激 な 変 化 は 急速歩行 の 発生 を 意味す る ．した

が っ て ，Fig．4 及 び Fig．5 か ら雌雄間で レ ベ ル の 差 は あるもの の 、 夜間は 急速歩行を活発に 行 い ，

日中は そ の よ うな歩行は 少な い こ とがわ か る．

（3）　産卵 回 数 の 日内変化

　結果 及 び 考察 の 1 で 述 べ た よ うに 、雌成虫 に よ る産卵行動 は ，産卵管 の 先端部を樹皮の 隙間に 挿

入 して 行 わ れ る た め 、そ の 行動 を行 っ た と きに果 して 卵 の産下 が あ っ た か どうか，また行動 の どの

瞬間 に 卵が産下 され る か を 行動あ る い は 動作 で 確認す る こ とが 困難 で あ っ た ，した が っ て こ れ か ら

述 ぺ る産卵 回 数 とは ，雌成虫 が 産卵管 の 先端部 を樹皮 の 隙間に 挿入 して か ら抜去す る まで を産卵回

数 1回 と した値で ある ．供試虫 の 内 で 24 時間に わ た っ て完全に そ の 行動を追跡す る こ とが で きた 個

体 （4 月前半期 は 7 個 体，後半期 は 4 個 体）に つ い て ，1 時 間 当 りの 平均産卵 回 数 の 日内変化 を

Fig．6 に 示 す．図 か ら，産卵 回 数 を 前半夜 （18 時〜o 時） と後半夜 （o 時
〜6 時） とで 比較す る と，

時期を問 わ ず，後半夜 よ り前 半夜の 方が 多 く，後半夜 で の 産卵回 数 は 時間 の 経過 と共 に 徐 々 に 減少

し た ．また，4 月前半期 の 場 合，日 の 出か ら 日没 ま で の 間 で 産卵 は 全 く発生 しtsか っ た が．4 月 後半

期 で は 回 数 は 非常 に 少 な い も の の 日 中 に も産卵 が み られ た ，以上 の よ うに ，産卵回 数 の 日内変化 に

は ， 産卵行動時間 の 日 内変化 〔Fig．3）とほ ぼ同様 の 傾向が認め られ た 、産卵 回数 は 日 内時間帯の 中

で 19時〜20時 に 最 も多か っ た．なぜ 19 時〜20 時 に 産卵回 数が 最大 値 を示 すの か は ，本 研 究 の 結 果
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か らは は っ き り と述 べ る こ と は で き な い が，19時
〜20 時は 日 没直後の 時間帯 で あ る こ と か ら 考 え る

と，日没に よ る 照度 の 急激 な変化が産卵行動 に 強 い 刺激 を 与 え る の で は ない か と思わ れ る ．

3，調査木上で の行動域

（1） 垂直方向 の 行動域

　カ ミ キ リ成虫の 樹上 に お け る 行動の うち，垂直方向 （調査木の 上 下方向） で の 行動 域 （範 囲） を

明 らか に す る た め ，供試虫の 存在位置 （居場所） の 上限 と下限位置を調査 し た 結果を個体別 に 示す

と Fig，7 の と お りで あ る．本調 査に お い て ぼ ，頂端 で の 行動展開例 は 全 くな か っ た．ま た．枝部あ

るい は 林床 で 行動 し た個体もご く少数に 過 ぎな か っ た ．した が っ て ，こ の 時期 に お け る 諸行動 の 展

開位置は 図か ら 明 らか な とお り，雌成虫の 場 合ほ 樹高の 0− 885 ％，雄成虫で は 樹高 の 0〜95％ の 範

囲 で ある こ とが わ か る．

　柴 田 （ig81，1984）は 本種成虫個体群 の 調 査 の た め ，バ ン ド ト ラ ッ プ法 を 考案 し た ．現在，こ れ

を 基 に した 各種の 製品が 開発 され ，本種の 防除法 の
一

つ と して 実用化 され つ つ あ る．柴 田 は バ ソ ド

（成 虫捕獲用 トラ ッ プ） を 使 用 す る 場 合 ，そ の 装 着位置は 樹幹 の 地 上 L2 　m 程度 の 部位 が 適当 で あ る
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Table　L　
’
Caluculated　per  11tage 　ofadults 　which 　passed　vertjgaUy

　　　　　　　　［hrough　the ‘Bandユrap −height’．

Sex No ．　ofadults No ．　of　times 　passed
1一 2一 3一 4＿ 5一

Fema ］eMale 5311 31D3478 3
福
∠

395
♂
0

　

20Q／
46 35鬯」

1310
　

5012rO

と して い る，地上 1．2　m の 部位 は 著者 らの 研究例 に 適用 する と樹高率約 10％ の 位置 に 当 た る，著者

らOC よ る 1995 年及 び tg86年に お け る 成虫 の 行 動 調 査 の 結 果 か ら，こ の 位置 を通過 した 個体 の 割合

を求 め て Table　D こ 示 す．表 よ り．全供試虫の 約7ヨ％ （雌）〜85％ （雄）が少な くと も 且回 は ト ラ ッ

プ 装着相当位置 を 通 過 した こ とに な る，また，か な りの 個体が 2回 以上 通過 して お り，通 過 回 数 10

回 以 上 の 個体は 雌 で は 13，3％，雄 で は 30．8％ とな る．した が っ て ，個 体群調査法あ る い は 防除法 と

し て の パ ソ ド トラ ッ プ法 の 有効 性 は ，本研究の 結果 か ら も明確に 証明され て い る とい え よ う．

　諸行動 の 発生量 の 最多範 囲 を 明 ら か に す る た め ， 調査木 を 地 際か らの 高さ に 基 づ い て ，下部

（0〜4m 〕， 中部 （4〜8m ）そ して 一ヒ部 （8m 以 上 ）の 3 部位 に 区 分 した 場合 の ，部位 〔高 さ ）別 の

行動時間 を解析 し た ．行動時間は 配偶行動 産卵行動，闘争行動，長時間静止 （潜伏）な ど ， 行動

の 種類別 ecデータ を求 め て み た が ，そ の
一

つ 一つ の 表示 及 び 解析は か な り襯雑に な る．そ こ で，諸

種 の行動を動きの あ る行動 （配偶行動 ，産卵行動，闘争）と動 きの な い 行動 〔長時間静止 ）の 2種
類 に まとめ て 整理 して み た ．結 果 及 び 考察の 1 で 述 ぺ た よ うに ，静止 に は 短時間静止 と長時間静止

の 2 種類 が あ る，こ の うち短時間静止 は配偶行動あ る い は産卵行動に 随伴 して発生 す る こ とが 多 く，
60分以上 持続す る こ とは なか っ た （短時間静止 は 実際 に は そ の 約 65％ が 5 分以内で 終了す る もの で

あ っ た ）．そ こ で 解析 に 当た っ て は 60 分以 上連続 し た 静止 を 長 時 間 静止，60分未満 を短時間静止 と

し，短 時間静 止は 動きの あ る行動 に 含 め る こ と と し た ，雌 ｝こ つ い て は 4月前半期 の 調査 で は 8個体，
後半期の それ は 7 個体 ， 雄 に つ い て は 前半期 の それ は 8個体，後半期に あ っ て は 5 個 体 ecつ い て ，
全 行動時間に 対す る動 きの あ る 行動 の 展開時間また は 動 きの な い 行 動 の 展開時間 の 割合，つ ま り行

動時間 率 （Y ）を 部位別 に 求 め Fig．8 に 示 した．こ こ で の 部位別の行動時間率 は 次式に よ っ て算出 し

た もの で ある ，

　　　　 t］十t2十 …
　tn

Y （％）！　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 xlOO
　　　　T

亅
十 Tz 十 …Tn

　T ，，T，，…T
． は 各個体 の 行動観察可能実時間 （調査 中に 虫体 を 見失 っ た時間を除 い た 観察時間），

tl，　tz：…tnは 各個体があ る部 位 で 行 っ た あ る 行動 （動ぎの あ る行動 また は 動 ぎの ない 行動〕 の 展開時

間 を 示す．図 か ら，動きの ない 行動 （長時間静止）は 雌雄を問 わ ず，4 月 の 前半 と後半 の 何翫 の 時

期 に お い て も，下部位で最も多か っ た．中部位 と上 部位 で の 発生 は 性 別あ る い は 時期 に よ っ て 多少

変動があ るが ，中部位 と上部位間に は 差 が な い か，やや中部位 の 方が多 い 結果 で あ っ た ．全体的 に

み る と ， 生立木 の 地際か ら 亅／3前後ま で の 樹高位置 で 発生す る こ とが 多 か っ た ，結果 及 び 考察 の 1

で述べ た よ うに ，本種 は 長時間 の 静止 を粗皮 の 隙間部分 に 潜 り込 ん で 行 う性質を持 っ て い る ．生立

木 の 下部位 は 粗皮が め くれ ， 潜 り込み に 適 した 場所が多い た め，長時間静止が こ の よ うな部位 で 多

く発生す る もの と考え られ る．一
方，動 きの あ る 行動は 動きの な い 行動の 場合 とや や 異な り，あ る

部位で の 発生が突出す る とい う結果 で は な か っ た が，上 部位 よ りも下部位 と 中部位 の 方が 発生 が 多

か っ た ．下部位 と 中部位 の 間 で は ほ と ん ど差 は なか っ た．生立木の 樹幹 は 上部位 で は 細 く，ま た，
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　　  ．

粗皮 が 薄 く、 め くれ も少な い ．動 きの あ る行動の 発生が上 部位 で少な い こ とは，雌成虫は そ の 様な

部位 を 避 け て 産卵行動を 行 うた め で は な い か と考 え られ る、また，動 きの あ る行動 の 頻発部位 は 性

に よ る 違 い が ほ と ん ど認 め ら れ な か っ た こ とか ら，雄 は 雌 の 動 きの あ る 行動 の 頻発域 に 合わ せ て 雌

探索を行 うとい う， 極め て適応的 な行動を と っ て い た とい え る．

（2）　円周方向の 行動域

　雄成 虫 の 雌 探 索あ るい は 雌 成 虫 の 産卵 場 所探索 な どの 際 の 歩行移動 は ，生立木 の 頂端方向 ま た は

こ れ と逆 の 地際方向を 指向 して行わ れ た が，樹幹表面の あ る方位面 を 上あ る い は 下方向 に 直線的に

歩行す る こ とは 少な く、樹幹表面を螺旋状 に 歩行す る こ とが 多か っ た．した が っ て ，本種 の 行動 は

樹幹 の 特 定 方 位 面 で 卓越 して 発生す るの で は な く，どの 方位面 で も同 じ程度 に 発生す る よ うに 思わ

れ た ．こ の 点を 明 らか に す る た め ，動きの あ る行動 と動 きの ない 行動の それぞれに つ い て （1）で 述べ

た 行動時間率 （全行動時間 に 対す る動きの あ る行動 の 展開時間また は 動 きの ない 行動 の 展開時間 の

割 合 ） を 方 位 別 に 求 め Fig．9 に 示 した 、図 か ら明 らか な よ うに ，動 きの あ る 行動 は，4 月前半，後

半共 に ， また ， 雌雄 を 問わ ず， 特定 の 方位面に 偏 っ て 発生 した とは い い 難 く，本種成虫 は動きの あ

る 行動を樹幹表面 の 特定方位面 で 行 うの で は ない と考え られ る ，こ れ に 対 し，動 きの ない 行動の 方

位 別 発 生 状 zatt動 きの あ る行 動 の 場 合 とは 異 な り，雌成虫 の 場 合 ，4 方位中の 北 面 で 多 く発生 した．

雄成虫で は 雌成虫 とは 異な り， 特定方位面 で多い とい う こ と で は な く，東面 で は発生が極度に 少な

い とい う結果 で あ っ た ．動 きの な い 行動 の 発生の 仕方が方位面に よ っ て 異な る こ との 原因 と して は ，

少な くと も次 の 二 つ が 考 え られ よ う．そ の 第 ユは 樹 幹表 面 部 の 構造 ，例 え ば 樹皮 の 状 態，の 方 位 に

よ る違 い で あ る．こ れ に つ い て は 行動調査終了後に 調査 1号木 と 2号木を含 め た 生立木 量2本 に つ い

て 樹 皮 の 状態と方位面 との 関係 に つ い て 調査を行 っ た ．デー
タ の 提示 は 省略す るが ，こ の 調査 で は

樹皮の 状態が 方位 に よ っ て 異 な る とい う結論は 得られ な か っ た ．した が っ て 樹皮 の 状態が方位に よ
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Fig．9，　Directional　differences　of　the　duration　of　long−time　quiescence（口）and 　the　other 　ac −

　　liviしies　（鬪 ）．

っ て 異 な り，こ の こ と が動きの な い 行動 の 偏 っ た 発生 を もた ら した とは 考 え 難い ．第 2 は ，成虫が

長時 間静止 （動きの な い 行動）を開始 して か ら終了す る まで の 樹幹表面及 び その 近接空間 の 微気象

条件 （気温，湿度，照 度〉 で あ る．こ れ に つ い て も 1986年 に お け る行動調査 の 終 了径の 5 月 15 日

正 午 か ら 16 日正午 まで の 間，3 時間 お きva　9 回 ，樹幹の 北面及 び 南面 の 気 温，湿 度及 び 照度 に つ い

て 微 気 象 の 観測を別途 ec行 っ た ．デ ータ の 提示 を 省略 し ， 関係部分 の 結論 を述べ る と ， 気温 と湿度

に 関 して は 北面 と南面 で の 差 は ほ と ん どなか っ た が，照度に 関 して は 日中に 限 っ て 北面 よ り南面 の

方が 明 ら か に 高か っ た ．こ の 結果 か ら，雌成虫の 場合，動ぎの な い 行動 が 北面 で 多 く発 生 した の は ，
雌成虫 が 明 る い 南面 を 避 け，暗 い 北面を選好 し て 潜伏 した ため と考 え られ る．雄成虫の 場合，動 き

の な い 行動 の 発生が な ぜ 東面 に 限 っ て 少ない の か に つ い て は，東面 で の 微気象観測を 行 っ て い ない

の で ，検討す る こ と が で きな い ．しか し，雄成虫 の 動 きの な い 行動の 発生は 雌成虫 に お い て は 差 が

あ っ た 北面 と南面 と の 間 で もほ と ん ど差 が な い こ とか ら，少な く と も照度 の 影響 とは 考 え に くい ．

4・樹幹部 に お け る歩行距離と速度

　カ ミ キ リの 動 きを量的 に 表現，解析す るた め に は ，2 及 び 3 の 結果 だ け で は 不 十分で あ り，歩行

距離及 び 速度 に つ い て も検 討 す る必 要 が あ ろ う・前 に 述ぺ た 観幹表面部 に 標識 した 区画線に 基づ い

て ，生立木 の 展 開略図 を紙面 に 描 き ，
カ ミ キ リの 歩行軌跡を こ の 略図に 図化記 入 し，軌跡長 を 計測

す る こ とに よ っ て歩行距離を算出 した ．調査中 に 見失 い ，24時間の 完全観測が で ぎな か っ た 個体 が

あ っ た が ，歩 行 距 離 及 び 速 度 を 求 め る に あ た っ て は ，こ れ らの 個体は 除外 した ，また，本調査で は

同
一調査木に 雌雄 を同時 に 放飼 した場合があ り，この場合，

マ ウ ン ト及び交尾行動を 示 した 個体 が

あ o た が，こ れ らの 個体 も除外 し，完全観測がで ぎた 単独雄及 び 単独雌個体 の み を 対象 と し て 求 め

た 歩行距離 （24 時間内の 総歩行距 離）を Tab ［e2 に 示 した ．表 か ら個体 の 平均歩行 距 離 の 最小値は

26m （雌），最大値が 187　m （雄）で あ っ た．今 こ こ で 生立木の 樹高を 仮 に t3m （本調査 の 例） とす

ると，倒体 の 平均歩行距離の 最小値と最大値か ら は，供試虫 は 生 立 木 の 地 際部 か ら頂端部 まで を 1

日問 で 1〜7 回往復歩行 したとす る数値を算出す る こ とが できる．本調査林内の ス ギ 生立木に お け
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Table　2．　Seasona】and 　sexual 　variations 　jn　totaE　wa 且king　distance　 within 　24　hours
　　　　　　　　 and 　mean 　wa 且king　speed 　during　a　long　time ．

Period　for
observa 【ion Sex No．　of　　 Walkingdistance　　　 Walking 　speed

adults 　　 （m ）（mean ± S．D ．）　 （cm ／sec ）（mean ± S．D ．）

L− 12．Apri塁

　（1986）

20−26，April
　（1985）

FemaleMaleFemaleMate7f

〕

54

30．O± n ，7
66．3± 36，4

25．9±：9」

i87，0± 113．5

0．16± 0．〔〕7
0，35 ± O．eg

O．09± 0，0ツ
0，48 ± 0．26

る カ ミキ リ成虫の 同一木平 均滞留 日数は 約 7 日 と考えられ る （中村ほ か ，1991） こ とか ら，カ ミ キ

リ は あ る 生立木 に 滞留 中 に そ の 生 立 木上 を 今述べ た an’f直の 何倍 に も達す る 距離歩行す る こ と が わ か

る ．こ の よ うな 長距離歩行に よ っ て ．雄成虫に よ る 雌探索，あ る い は 雌成虫に よ る 産卵部位探索 は

広 範囲に わ た り，しか も極 め て 丹念 に 行わ れ る こ と とな り，マ
’
7 ／ v ダ ラ カ ミキ リ （岡本、1985）

と 同様 に ，本種も生立 木の 樹 幹 部 を 生殖 の た め に く まな く利 用 す る 性質 を 有す る と考 え て よ か ろ う．

　 次 に 本種 の 歩行速度に つ い て 検討す る こ とに す る ．調査木 ta放飼 し た カ ミキ リ成虫 は ，長峙間静

止 （潜伏）時を 除 くと，雄 成 虫の 場 合 は 雌成 虫，雌成 虫 の 場合 に は 産卵部位 を 求 め て 活発な 歩行移

動を 行 っ た ．雌成虫の 歩行移 動 は 「点 」 と し て の 産卵部 位 の 探索 で あ る た め か ，雄成 虫 に 比 較 した

場 合，そ の 速度 は 余 り大 きくは な か っ た．しか し，雄成虫の 歩行速度は わ ず か な 時間 で も囗 を離す

と虫体を見失 う場合が生ず るほ ど大 きか っ た．本 研究 の 場 合 ，数値と して の 歩行速度の 求め 方 に は

少な くと も次の 二 つ の 方法 が 考 え られ る．そ の 一つ は ，先に 求 め た歩行 距離 （延 距 離）を そ れ に 費

や した 時間 （延時間）で 除算す る こ と に よ っ て 算出 す る方法 で ，こ の 方 法 に よ っ て 求 め た歩行速度

を こ こ で は 長時間平均 の 歩行速度 と呼ぶ こ と に す る．他 の
一つ は ，活発な歩行移動が み られ る あ る

短 い 時間帯に つ い て そ こ で の 速度 を 求 め る 方法 で あ る，こ の 歩行 速 度 は 短 時 間 平 均 の 歩 行 速 度 と呼

ぶ こ とに す る ．まず前者 の 方法 に した が っ て 算 躡 した 長時間 平 均 の 歩行速度 を 示 す と Table　2 の と

お りとな っ た ．平均歩行速度の 最小値 は 0．09cm ／秒 （雌），最大値が 0．48　cm ／秒 （雄） で あ っ た ．

長時間平均 の 歩行速度は 雌雄 間 で 比 較 す る と，4 月 の 前 半 期 と 後半 期 の い ず れ に お い て も雌 雄 間 に

有 意 差 が 認め られ （MANN −WHITNEY の U 検定，4 月前半期 ； Ucal＝1．5，　P ＝0，0i17，4 月後半期 ：

Ucat・・5，　P ・・O．0262），雄 の 方 が 大 で あ っ た ．雌成虫 よ り雄成虫 の 方が歩行速度が大 きい 要 因 と して

は ，探索行動 が 「面」 探索 で あ るか そ れ と も 「点 」探 索 で あ るか の 違 い に よ る も の と考 え られ る，

　短 時 間 平均 の 歩行速度 を 明 らか に す るた め ，結果及 び考察 の 2 で 既に 述べ た 個体番号 14番 の 雄 成

虫 ， すなわち，雌雄両成虫 の 中 で最 も活発 に 行動 した 個体に．つ い て ，最活発行動時間帯 を 選抜 し，

短 い 時間帯で の 歩行速度 を 求 め て み た ．選 抜 時 間 帯 は ，Fig．5−d の 3時 14分 か ら同 24 分 ま で の 10

分間 で あ る．得られ た速度値 （最大歩行速度）は L75　cm ／秒 で あ り ，
マ ツ ノ マ ダ ラ カ ミ キ リ （岡

本，1985） の最大歩行速度 1．89cm／秒よ りやや小さい ．しか しなが ら，本種の 虫体サ イ ズ は マ ツ

ノ マ ダ ラ カ ミ キ V よ りもか な り小 型 で あ る こ とか ら み て ，本種 の 歩行 が 極 め て 活 発 で あ る こ とが わ

か る．また ， 本種 の 活動 は マ ツ ノ マ Ptラ カ ミ キ リの それ と比ぺ る と，相当低 い 環境温度下 で 発生す

る．この よ うな条件下 に あ りなが らマ ツ ノ マ ダ ラ カ ミキ リの それ に 近 い 速度 で 歩行 し得 る こ とは ，

本 種成虫 が低温に 適応 した種 で あ る こ と を意味す る よ うに 思わ れ る．

要 約

L 　ス ギ 生立木上 で の ス ギ カ ミ キ リ SemanOtus／aPOniCUS 　LACO】U）A皿 E 成虫 の 行動を明 らか に す る
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た め 、4月前半期 （1986年 4 月 1 日
〜4 月 12 目）及 び 優半期 （1995年 4 月 20 日

〜4 月 26 日 ）に ，

林内の ス ギ生 立 木に 雌及 び 雄成虫を放飼 し、放飼後 の 行動を 個俸別に 24 時 間 連続 して 観察 した，

　2．放飼成虫が ス ギ 生立木上 で 展開 した 主要な行動 は，雌探索，マ ウ γ ト と交尾 ， 産卵部位の 探

索，産卵，闘争 ， 長時間 の 静止 ま た は 粗皮下 で の 潜伏 で あ っ た，摂食及 び 飛翻の 両行動 は 発生 しな

か っ た ．

　3．配 偶，産卵及 び 闘 い 行動 は い ずれ も 日没か ら 日 の 出 ま で の 間 に 集中 して発生 した ．長時間の

静 止 ま た は潜伏は 日の 出か ら 日 没 まで の 間 に 頻発 した ．

　4．長時 間 の 静止 を 除 い た 行動は 主 に 樹幹部 で 発生 し，その 範囲は 立木の 地 際か ら樹高の 約 95％
ま で の 位置 で あ っ た．長 時間 の 静止 は 大部分 が 樹幹 の 低 い 部位 で 発生 した ．また ，長 時間 静止 は ，

雌 の 場合，立木樹幹 の 北側面 で 多 く発生 し．雄 で は 特定方位面で 発生が 多い とい う こ とは な か っ た

もの の ，東側面 で は 極度 に 少 な か っ た ．他 の 行動で は こ の よ うな 偏 りは 認 め られ な か っ た ．

　5、成虫 の 24時間 内の 総歩行距 離の 最小値 は 26m （雌）， 最大値 は 187　m （雄）で あ っ た ，長時間

平均 の 歩行速度の 最小値 と最大値 は そ れ ぞ れ 0．09cm／秒 （雌）と 0．48　cm ／秒 （雄 ）で あ っ た が t

短時間 （10 分間）平均 の 歩 行速度 の 鹸大値は 1．7S　cm ／秒 （雄）で あ っ た．
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